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令和６年９月１０日 下野市立細谷小学校長 坂本美保

停滞する台風にやきもきし、皆が元気に無事に登校できるだろうか、と心配
してのスタートとなりましたが、笑顔で挨拶し、登校する姿を見て安心しました。
教室でも久しぶりに会った子どもたちが楽しそうに会話する姿が見られ、嬉しく思いました。
9月最初の全校集会では「聴くこと」と「挨拶」について話しました。目と心を働かせて「聴く」。よく聴かず

に心ない言葉で反応する場面や、「聴く時」「話す時」をもう少し意識するとよいと思う場面を時折見かけま
すが、「聴く」ということは、相手を尊重する、大切に思う第一歩だと思います。そして、話を聴いて「分かりまし
た。」「伝わりました。」が返事です。名前を呼ばれて、「はい」と応えるのは、「聞こえました。」「私はここにい
ます。」ということを端的に伝えます。もちろん、何でもかんでも「はい」ではなく、「わかりません。」「どういうこ
とですか？」も必要です。「まず、相手の言いたいことを、目と心を働かせて聴きましょう。」と話しました。私達
教職員も子どもたちの言葉をよく「聴いて」いきたいと思います。
そして、「人と話す時、誰とでも、あまり悩んだりせずにできることは？」と質問しました。少し考えると、「あい

さつ！」と返ってきました。子どもたちは、朝教室に入るとき、先生方に会ったとき、友達同士で、元気に気持ち
のよい挨拶をしています。でも、「いつ言ったらいいのだろう。」、「この人は誰だろう。」と思うこともあります。
近所の方、学校内にいらっしゃる人にも、「みんなと一緒ならできる。」だけでなく、自分一人でも、自分から挨
拶ができるとよいと思います。そんな話をしたら、先週は廊下からこれまで以上によく挨拶が聞こえました。素
直に受け止め、実行する子どもたちだなぁとあらためて思いました。学校生活の再開です。まだまだ残暑の厳
しい毎日ですが、暑さに負けず学習、運動、遊びにたくましく取り組んでほしいと思っています。

９月２１日（土）学校音楽祭に向けて、朝練をしています。日中暑
い体育館を避けて、「朝の読書」「朝の会」の後、８：２５～８：５０の練
習です。細谷小学校の特色ある教育活動の一つである全校合奏。
毎年、全員で取り組んでいるので合奏することに慣れ、上手だなあ
と思います。上級生の姿を見て真似て学ぶ下級生。一日一日
一体感を増し、音がまとまっていきます。全校児童で取り組め
る本校ならではの音楽、ボディ・パーカッション、本番が楽しみ
です。なお、当日は業者によるDVDの撮影が入り、一般の動
画・写真撮影は禁止です。また、全校児童で参加する本校は、
全体を引いて撮影しますので、一人一人のアップの撮影はあ
りません。購入の際、ご承知おき下さい。

一週遅れの奉仕作業となり、都合のつかないご家庭もあるかと思いましたが、多くの
皆様にご参加いただき、本当にありがとうございました。子どもたちの背丈以上の草、
地面の見えないほど覆われた草、見違えるほどきれいになり、歩くところや
花壇、畑ができました。９０Lゴミ袋30袋はありました。
校庭南の生け垣もきれいになりました。朝から厳しい
暑さでしたが、親子での奉仕作業、皆様のお力に心よ
り感謝申し上げます。



教職員は、さまざまな研修を行っています。その一環に、４～６年生の学力テ
ストの分析があります。本校は、一学年の人数が少ないので、平均点による、
全国や栃木県の結果との比較というより、「誰がどんな問題を苦手としている

のか」「昨年課題ととらえた内容が、改善されたか」ということを全職員で話し合います。また、生活の様子や
学習に関する考え方をきく「児童質問紙」の分析も重視しています。
下野新聞８月２日付け「雷鳴抄」（コラム）に、次のような記述がありました。（抜粋）
・毎日朝食を食べ、毎日同じ時間に寝起きする子の方が、正答率は高い。
・家に本がたくさんある子の方が正答率は高かった。
・ゲームの時間が長いほど正答率が低くなる傾向もある。４時間以上ゲームをする子は、小６で17.3％、
中3で17％もいた。
・そんな中、新聞を読む子の方が正答率は高いという結果にはほっとさせられた。特に中３では顕著な差
が見られた。国語だけではなく、数学でも正答率が高い。読解力が高まるのだろう。

本校の結果からは、
・いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか
・友達関係に満足していますか
・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか
・学校の宿題の量は、ちょうどよいと思う
・学校の宿題は、やりたくなる内容だ
・学校の宿題は、自分のためになっている
・疑問や不思議に思うことは分かるまで調べたい

これらに特に肯定的な回答が見られました。とても好ましい結果と考えます。特に、宿題を「自分のために
なる、やりたくなる内容」と捉えていることは安心しました。いやいやながらやることに効果を期待するのは難
しいと思うからです。
４月のPTA総会の時に、学校では「子どもたちが、自分から疑問を持ち、考え、みんなの考え方を生かして

課題解決していく授業」を目指し、実践していくとお話ししました。さらに、よりよい学習のために、取り組む３
つの柱として、①子どもの意欲を高め、学習に向かう習慣 ②教師の指導力の向上 ③保護者の理解・協
力 と言われています。
本校では、様々な教育活動に保護者の皆様のご理解、ご協力をいただいておりますが、さらに子どもたち

が、どのようなことに関心をもち、楽しんで取り組んでいるのか、また、「ネット時代の歩き方講座」でも話題と
なったSNSの利用状況について、今後調査をさせていただきたいと思っています。ご理解、ご協力を賜ります
ようお願いいたします。

９月行事予定

全 校 学 年 そ の 他

○全校集会 ○委員会活動（４～６年） ○自治医大絵画作品展示
○ぐんぐんウィーク ○クラブ活動（４～６年） ○オレンジガーデニング
○合奏練習日課 ○認知症サポーター養成講座（４・５年） プロジェクト
○清掃強調週間 ○スーパー見学（３年） ○学校運営協議会③
○梨狩り ○防災出前授業（４年）
○下野市立学校音楽祭 ○陸上記録会練習開始（４～６年）
○校内授業研究会
○読み聞かせ
○新聞の日
○共遊

夏休み明けの教室


